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選出
分野

（任期　令和７年３月31日まで）

 関西大学（環境都市工学） 教授 北詰　恵一

 大阪商業大学（都市政策・文化政策・地域経済） 教授 狹間　惠三子

専
門
家

大阪公立大学大学院（環境動物・昆虫） 教授 平井　規央

 神戸女学院大学（化学物質・水質汚濁・浄化） 教授 張野　宏也

園田学園女子大学（生態学・環境教育） 非常勤講師 石丸　京子

 大阪府立環境農林水産総合研究所（環境経済・環境教育） 客員研究員 花田　眞理子

 叡啓大学（循環経済学） 特任教授 石川　雅紀

 公募市民 達川　明久

事
業
所
関
係

 西宮商工会議所 専務理事 藤田　邦夫

 生活協同組合コープこうべ マネジャー 藤井　智生

 西宮労働者福祉協議会 副会長 鈴木　暁

 日本盛株式会社 専務取締役 曽我　浩

内田　宏美

 甲東エココミュニティ会議 代表 山﨑　由美

 公募市民 津髙　絵美

　西宮市環境計画推進パートナーシップ会議　メンバー一覧表 （Ｒ5年度）

所属団体 役職名 氏名

市
民
関
係

 西宮市環境衛生協議会 会長 樋口　賢一

 西宮コミュニティ協会 副理事長 畑田　良昭

 社会福祉法人 西宮市社会福祉協議会 副理事長 清水　明彦

 西宮市青少年愛護協議会 平木地区会長



令和５年度 第１回西宮市環境計画推進パートナーシップ会議 開催細目 

― 令和５年５月 15 日（月）14：00～16：00 ― 

 

■委員出席状況  出席：○ １３名、欠席：× ５名 

[委 員]  

○狹間 ○清水 ○樋口 ○畑田 ×内田 ○山﨑 ○津髙 〇達川 ○藤田 

     ×藤井 ×鈴木 ○曽我 ×平井 ○張野 〇石丸 ○花田 ×石川 ○北詰 

■事務局 

[西宮市]  環境局：大西局長（欠席） 

        環境総括室：鮫島室長 

              環境企画課：鮫島課長（兼） 

環境学習都市推進担当：小田担当課長 中村係長 瀧川係長 田中係長 

福島主査 鮎川主査 樋口副主査 

ゼロカーボンシティ担当：竹内担当課長 空中係長 

環境事業部：森川部長 

美化企画課：藪内課長 北野係長（欠席） 

２０名      事業系廃棄物対策課：畑課長 

環境施設部：鳥羽部長 

     施設管理課：大田課長（欠席） 

              施設整備課：高橋課長 計画・調整担当：太田担当課長 

 土木局：尼子局長（欠席） 

公園緑化部：藤原部長 

花と緑の課：船越課長 山本係長 小村副主査 

      教育委員会：漁次長（欠席） 

■座席表 

樋口 北詰 清水   狹間 花田 石丸 

畑田 

 

張野 

山﨑  

津髙 曽我 

達川 藤田 

 

小田課長 藤原部長  鮫島室長  森川部長 鳥羽部長 太田課長 

   

竹内課長 船越課長 中村係長 田中係長 畑課長 藪内課長  高橋課長 

   

空中係長 山本係長 小村副主査 瀧川係長 樋口副主査 鮎川主査 福島主査  

 

 

 

〈敬称略〉 

一般傍聴席 

(副会長)  (会長) 

１３名 



令和５年度パートナーシップ会議 各部会委員一覧（案）

地球温暖化対策部会

氏名 所属団体

市民 内田　宏美 西宮市青少年愛護協議会

市民 清水　明彦 社会福祉法人　西宮市社会福祉協議会

市民 津髙　絵美 公募市民

事業所 曽我　浩 日本盛株式会社

学識経験者 北詰　恵一 関西大学

学識経験者 狹間　惠三子 大阪商業大学

廃棄物減量推進部会

氏名 所属団体

市民 樋口　賢一 西宮市環境衛生協議会

市民 山﨑　由美 甲東エココミュニティ会議

事業所 藤田　邦夫 西宮商工会議所

事業所 藤井　智生 生活協同組合コープこうべ

学識経験者 花田　眞理子 大阪府立環境農林水産総合研究所

学識経験者 石川　雅紀 叡啓大学

生物多様性推進部会

氏名 所属団体

市民 畑田　良昭 西宮コミュニティ協会

市民 達川　明久 公募市民

事業所 鈴木　暁 西宮労働者福祉協議会

学識経験者 張野　宏也 神戸女学院大学

学識経験者 石丸　京子 園田学園女子大学

学識経験者 平井　規央 大阪公立大学大学院

資料１



（環境局）
・環境をテーマにした親子で参加可能
なワークショップや体験ブース
・展示ブース
・飲食ブース
・スタンプラリー

など

（危機管理室）
・体験型防災アト
ラクション

三都市宣言周年記念事業
文教住宅都市宣言60周年、平和非核都市宣言40周年、環境学習都市宣言20周年を迎える令和５年度に、
これまでの歩みを振り返るとともに、令和７年の市制施行100周年につなげる事業を実施する

（共通）
・次世代自動車による給電体験
・防災備蓄食品の配布 など

（政策局）
・市制施行１００周年関係
（記念ロゴマークの発表等）

・三都市宣言パネル展
（アミティギャラリー等）

記念式典

アミティ・ベイコムホール 六湛寺公園及び六湛寺南公園等

イベント

資料2



令和５年度は、「環境学習都市宣言」から20年を経過する節目の年にあたり、これまでの成果を振り返

るとともに、さらに「持続可能なまちづくり」を進めていくため、市民、事業者及び行政による展示や体

験企画等を実施する。

環境学習都市宣言20周年記念事業

● 環境学習都市宣言２０周年記念展示物の作成等

「ゼロカーボン」をテーマの中心とし、楽しみながら

体験・参加できる体験型教材（展示物）を作成するとと

もに、環境学習施設の来館者の満足度の向上に資するよ

うな展示内容の充実をはかる。

● （仮称）にしのみや環境まちづくりフェスタ

未来を担う子どもたちやファミリー層に向けた体験企画

等を通じ、ゼロカーボン、３Ｒの推進、西宮市の自然環

境や生物多様性の保全、ライフスタイルの転換の重要性

等についてアピールする。 次世代自動車の給電体験
（写真：日産リーフ）

ワークショップ
（写真：オリジナル
ガラスびん制作）

飲食ブース
（市内のコーヒー・

スイーツ等）

※写真・イラストはイメージ

ジオラマ（再エネのしくみ等） 温暖化啓発パネル



第３次環境基本計画の中間⾒直しについて

令和５年度第１回環境計画推進パートナーシップ会議

資料３



・⻄宮市消費者教育推進計画 ・⻄宮市⽣涯学習推進計画
・⻄宮市都市計画マスタープラン ・⻄宮市みどりの基本計画 など

部門別計画

第３次⻄宮市環境基本計画
Ｒ５年度中間改定

・⻄宮市地球温暖化対策実⾏計画（区域背策編）
・⻄宮市⼀般廃棄物処理基本計画
・未来につなぐ⽣物多様性にしのみや戦略

総合計画 第５次⻄宮市総合計画
環境学習都市宣言

⻄宮市環境基本条例

環境基本計画（国・県）

個別計画

計画の位置づけ

Ｒ５年度
中間改定



計画期間 10年
2019年度 2023年度 2028年度

＜中間年度＞
（令和元年度） （令和10年度）（令和5年度）

計画の期間

計画期間は、2019年度（令和元年度）から2028年度（令和10年度）まで
の10年間で、今年度はその中間年度にあたり、計画の中間改定を⾏う



現状

 個別計画が充実したため現状の基本計画はシンプル
な内容となっている

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法
律（環境教育等促進法）における⾏動計画が未策定
第８条 都道府県及び市町村は、基本方針を勘案して、その都道府県又は市町村の区域の
自然的社会的条件に応じた環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働
取組の推進に関する⾏動計画を作成するよう努めるものとする。【努⼒義務】



⾒直しの方向性

環境学習のバージョンアップ
環境学習都市宣⾔の理念を具体化

第三次⻄宮市環境基本計画

環境学習の⾏動計画を盛り込んだ基本計画として策定
（環境教育等促進法における⾏動計画として位置付ける）



西宮市の
環境学習システム
～学校、地域、事業者との協働～

EWC（ｴｺｶｰﾄﾞ･ｴｺｽﾀﾝﾌﾟｼｽﾃﾑ） EWC（環境学習支援事業）

エコスタンプ
を押印

学校教育(学習指導要領)

学習プログラム
をサポート

環
境
学
習
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
な

ど
、
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
と
合

わ
せ
て
、
西
宮
市
の
環
境
学
習
シ

ス
テ
ム
は
構
築
さ
れ
て
い
る
よ
！



現状で考える課題等
・EWCを中心に小学生を対象とした学校と協働した活動については全
国的にも評価が高い
・中学生以上の生徒・学生は、クラブ活動などに多忙になり、環境学
習活動への参加が低下
・小学生のＥＷＣ活動で得た「環境への気づき」を、より高いレベル
の環境への関心に発展させていくため、中学生以上の社会教育・生涯
教育のなかで、環境について学べる機会を増やしていく必要がある
・⼦育て世代など、若い世代の地域活動への参加意欲を高めるための
情報発信の強化。
・仕事や市⺠活動等を通じ、企業や地域、NPO等でリーダーシップを
発揮して脱炭素社会づくりに取り組む環境人材を育成することも重要。



⻄宮市の今後の環境学習について

学校園を中心とした取組 地域における取組

中
間
支
援
組
織
（
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

国語 理科
算数

社会

道徳
総合的な学習の時間

特別活動

家庭

音楽

図工

体育

持続可能な社会に向け、
日常生活や社会活動において具体的な実践が⾏える市⺠

社会（地域）体験

自然体験 生活体験

発達段階に応じた学習

生きる⼒を育む学習

地域特性を活かした学習

甲山、社家郷山、ナシオン
武庫川、夙川
甲⼦園浜、御前浜、香櫨園浜

企業の取組(温暖化、省エネ、
リサイクル）
ごみ学習、農地体験

トライやるウィーク、自然災害、
地形、地質、歴史・文化

生涯にわ
たっての
環境学習

環境に
関する
地域人材
の育成

多様な
主体の
参画

エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

清
掃
活
動
や
里
山
整
備
活
動

企
業
と
の
協
定
に
よ
る
環
境
学
習
の
推
進

大
学
と
の
連
携
強
化

環
境
学
習
の
機
会
提
供
の
拡
大
・
情
報
発
信

強化



⾒直しのポイント（案）
「学校との連携した環境学習活動」
教員向けに作成している「環境学習サポートガイドブック」を紹介しつつ、EWC活動

の大人への波及について記述
「環境学習の場の提供」

環境学習の拠点施設（甲山自然環境センター、甲⼦園浜自然環境センター、環境学
習サポートセンター）や、環境学習に活⽤する施設（リサイクルプラザ、郷⼟資料館
等）、環境学習に活⽤できるフィールド等を体系的に整理するとともに、⺠間施設の活
⽤による環境学習の場の提供を記述
「地域に根差した環境学習の充実」
「パートナーシッププログラム」や協定などによる市⺠、事業者との協働による環境学
習の推進の方向性を記述。
「計画の推進体制の⾒直し」
推進体制についても、令和５年度の改定作業の中で検討。現在「環境計画推進パート

ナーシップ会議」「環境計画評価会議」「環境審議会」の３つの附属機関があるが、そ
れぞれの役割についてこれまでの取組を振り返り市⺠、事業者、⾏政の参画と協働によ
る環境施策の推進のあり方について検討を⾏う



1 

令和４年度地球温暖化対策関連事業 

（環境学習都市推進課（現 環境企画課）で実施したもの） 

 

1. 第４次西宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の策定 

 地球温暖化対策推進法第 21条に基づき、本市が実施している事務事業における温室効果

ガスの排出量の削減等の措置に関する計画である「事務事業編」を令和５年３月に策定。 

 令和 10年度（2028年度）の温室効果ガス排出量を平成 25年度（2013 年度）比で 65%

以上削減することを温室効果ガス排出量削減目標として設定。 

 

2. 公共施設照明設備 LED化事業 

 公共施設の照明設備について、蛍光灯から LED照明に置き換えることによるエネルギー

使用量の削減と、これに伴う二酸化炭素排出量及びコストの削減を図るため、全庁的な照

明設備の LED化を計画的に進める。 

 令和４年度：学校教室（小学校３校、中学校 15校、義務教育学校１校）及び市民ギャラ

リー１施設の LED化工事 

 

3. 太陽光発電及び蓄電池設備の共同購入事業 

 再生可能エネルギーの普及拡大を目指し、神戸市、伊丹市、尼崎市、芦屋市、宝塚市、川

西市、三田市、猪名川町と本市の9自治体が支援事業者（アイチューザー株式会社）と連

携して、本事業を実施。登録者数 431 件。うち太陽光パネル８件、蓄電池設備９件、太

陽光パネル及び蓄電池設備１９件の契約実績（契約件数では 9自治体中 1位）。 

 

4. にしのみや省エネチャレンジ事業２０２２ 

省エネ設備の導入促進のため、冷蔵庫などの家電製品の省エネ型への買替に対して、5,000 円

相当のQUOカードＰａｙを進呈。うちエコ診断を受診し、受診結果を添付して応募した方に

オリジナルデザインのマイボトルかQUOカードＰａｙを進呈。１８４件の応募あり。 

 

5. その他 

 西宮市戸建住宅ＺＥＨ化及び断熱リフォーム促進補助事業（R４.７～R５.３） 

 NＡＴＳによる「地球温暖化対策の自治体間連携に関する基本協定」に基づく連携 

 大手前大学と連携して地球温暖化防止啓発動画の作成 

 西宮市既存公共建築物ZEB化可能性調査業務 

 西宮市脱炭素社会に向けたロードマップの策定 

資料４－１ 
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令和５年度地球温暖化対策に係る主な事業 

 

 

1. 第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の中間見直し 

平成 31年 3月に策定した第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の中間見直し

を行う予定。令和 4 年 2 月に目標設定に伴う見直しを実施したが、見直し以後の国や県の動

向等を踏まえた内容とするため、中間見直しを令和５年度中に実施予定。 

 

2. 公共施設照明設備 LED化事業 

 公共施設の照明設備について、蛍光灯から LED 照明に置き換えることによるエネルギー

使用量の削減と、これに伴う二酸化炭素排出量及びコストの削減を図るため、全庁的な照

明設備の LED化を計画的に進める。 

 令和５年度（予定）：学校教室（小学校 13 校、高等学校２校）及び学校体育館（小学校

12校、中学校 1校）の LED化工事 

 

3. 太陽光発電及び蓄電池設備の共同購入事業 

再生可能エネルギーの普及拡大を目指し、神戸市、伊丹市、尼崎市、芦屋市、宝塚市、川西市、

三田市、猪名川町と本市に令和５年度からは明石市を加えた 10自治体が支援事業者（アイチ

ューザー株式会社）と連携して、本事業を実施。 

 

4. 西宮市戸建住宅ＺＥＨ化及び断熱リフォーム促進補助事業 

市域における再生可能エネルギーの普及や省エネルギーの推進を目的とし、国の補助事業を

委託する団体が実施する「ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）」支援事業及び高性

能建材による住宅の断熱リフォーム支援事業の補助を受けた戸建て住宅への補助を引き続き

行う。 

 

5. にしのみや省エネチャレンジ事業２０２３（仮称） 

省エネ設備の導入促進のため、冷蔵庫などの家電製品の省エネ型への買替に対して、QUOカ

ードＰａｙ等を進呈する。事業の詳細等は現在制度設計中。 

 

 



第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の中間改定について 

 

1 中間改定の趣旨 

近年、気候変動に起因する豪雨や洪水、猛暑などの異常事態が世界、日本の各地で頻発しており、気候

変動対策は世界共通の喫緊の課題であり、パリ協定を契機に国内外で脱炭素化の流れが加速しています。 

本市は、第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）において長期目標として、「2050 年ゼ

ロカーボンシティにしのみや」を掲げ、令和 10 年度（2028 年度）の温室効果ガス排出量を平成 25 年

度（2013 年度）比で３5.0％以上削減する目標（国の計画期間である令和 12 年度（2030 年度）に

おいては、39.7％削減を参考目標）として定め、各種取り組みを推進してきました。 

 一方、国においては、令和 2 年（2020 年）に「2050 年カーボンニュートラル」を表明し、令和 3

年（2021 年）10 月には「地球温暖化対策計画」を改定し、令和 1２年度（2030 年度）に温室効果

ガスを平成 25 年度（2013 年度）比 46％削減する目標を定めました。 

 また、兵庫県においても「兵庫県地球温暖化対策推進計画」が見直され、令和 1２年度（2030 年度）

に温室効果ガスを平成 25 年度（2013 年度）比 48％削減する目標を掲げました。 

 以上を踏まえ、第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の見直しにおいては、脱炭素社会

の実現に向けた将来ビジョン、そして国、県の目標を踏まえた目標設定を行うとともに、再生可能エネル

ギーの導入目標の設定や施策についての検討等を行うものです。 

 

２．計画の位置づけ  

〇「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく法定計画 

   ※今回、「気候変動適応法」に基づく法定計画としての位置づけも追記します。 

〇「第 3 次西宮市環境基本計画」の個別計画の一つであり、市域の地球温暖化対策に係る施策を具体化

し、推進するための計画 

※なお、国の地球温暖化対策計画では、令和 12 年度（2030 年度）を目標年次として位置付けていますが、「第 3 次西宮市環境基本計

画」は、「第 5 次西宮市総合計画」を環境政策面から支える環境行政の基本計画であるため、目標年次を令和 10 年度（2028 年度）と

しており、個別計画の「第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」も同様の考え方としています。 

 

・ 第二次西宮市地球温暖化対策実行計画　（区域施策編）

・ 西宮市一般廃棄物処理基本計画　　・ 未来につなぐ生物多様性にしのみや戦略

・ 西宮市都市計画マスタープラン ・ 西宮市森林整備計画 ・ 西宮市産業振興計画

・ 西宮市地域防災計画 ・ 西宮市水道事業ビジョン2016 ・ 西宮市農業振興計画

・ 西宮市立地適正化計画 ・ 西宮市下水道ビジョン ・ 第５次西宮市情報化推進計画

・ 西宮市公共施設等総合配置管理計画 ・ 西宮市総合交通戦略 ・ 西宮市生涯学習推進計画

・ にしのみや住宅マスタープラン ・ 西宮市自転車利用環境改善計画 ・ 西宮市消費者教育推進計画

・ 西宮市みどりの基本計画 ・ 西宮市道路整備プログラム など

第５次西宮市総合計画

第３次西宮市環境基本計画

・第４次西宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

西宮市環境学習都市宣言・西宮市環境基本条例

資料４－２ 



３ 計画改定にあたって踏まえる事項 

（１）世界の主な動き 

ア COP21 パリ協定〔平成 27 年（20１５年）1２月〕 

・全ての国が参加する 2020 年以降の法的枠「パリ協定」が採択 

・「世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて 2℃未満に保つ（1.5℃に抑える努力をする）」 

・21 世紀後半には温室効果ガス排出の 実質ゼロ を目指す 

 

イ IPCC 1.5℃特別報告書〔平成 30 年（20１８年）10 月〕 

・現時点で約 1℃温暖化しており、現在の進行速度で温暖化が続けば、2030 年から 2052 年の間

に 1.5℃に達する可能性が高い 

・各国が提出した目標による 2030 年の排出量では、1.5℃に抑制することはできず、2050 年頃

までに実質ゼロの達成が必要 

 

ウ IPCC 第６次評価報告書第Ｉ作業部会報告書〔令和３年（2020 年）8 月〕 

・人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がない。大気、海洋、雪氷

圏及び生物圏において、広範囲かつ急速な変化が現れている。 

 

（２）国内の主な動き 

 ア 国の動き 

 （ア）２０５０年カーボンニュートラルの表明 

・菅内閣総理大臣（当時）所信表明演説〔令和 2 年（2020 年）10 月 26 日〕 

「我が国は、2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、2050 年カーボン

ニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」 

  ・ゼロカーボンシティの表明の広がり 

   国の宣言表明を受けて、自治体レベルでも脱炭素社会の実現に向けた動きが広がり、令和 5 年

（2023 年）1 月時点で 831 自治体が二酸化炭素排出量ゼロを表明しています。（西宮市：令和 3

年（2021 年）2 月表明） 

2050 年 ゼロカーボンシティ表明自治体の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（イ）地球温暖化対策推進法（温対法）の改正〔令和 3 年（2021 年）6 月〕 

・地球温暖化対策の国際的枠組み「パリ協定」の目標や｢2050 年カーボンニュートラル宣言｣を基

本理念として法に位置付ける。 

・市町村は、地方公共団体実行計画において、再エネ利用促進等施策と、施策の実施目標(再エネ導

入量など)を定めることとした。 

・地域の環境保全や課題解決に貢献する再エネ導入事業を「地域脱炭素化促進事業」と定め、市町村

は、事業の対象となるエリアを促進区域として設定し、当該事業の認定を行うことにより、事業者は

関係許可等のワンストップ化の特例が受けられる制度を設けた。 

  

（ウ）地域脱炭素ロードマップ〔令和 3 年（2021 年）6 月策定〕 

 ・今後の 5 年間に政策を総動員し、人材・技術・情報・資金を積極支援 

①2030 年度までに少なくとも 100 か所の「脱炭素先行地域」をつくる 

②全国で、重点対策を実行（自家消費型太陽光、省エネ住宅、電動車など） 

脱炭素の基盤となる重点対策 

① 屋根置きなど自家消費型の太陽光発電 

② 地域共生・地域裨益型再エネの立地 

③ 公共施設など業務ビル等における徹底した省エネと再エネ電気調達と更新や改修時の 

ZEB 化誘導 

④ 住宅・建築物の省エネ性能等の向上 

⑤ ゼロカーボン・ドライブ（再エネ電気×EV/PHEV/FCV） 

⑥ 資源循環の高度化を通じた循環経済への移行 

⑦ コンパクト・プラス・ネットワーク等による脱炭素型まちづくり 

⑧ 食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立 

 

モデルを全国に伝搬し、2050 年を待たずに脱炭素達成（脱炭素ドミノ） 

 

 （エ）地球温暖化対策計画の改定（2021 年 10 月 22 日閣議決定） 

・中期目標：2030 年度において、2013 年度比 46％の削減目標 

（さらに 50%の高みに向けて挑戦を続ける） 

・長期的目標：2050 年までに 温室効果ガス排出実質ゼロ 

（2050 年カーボンニュートラル）を目指す 

 

 

 

 

 



国の地球温暖化対策計画（温室効果ガス排出量の削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）第 6 次エネルギー基本計画の策定（2021 年 10 月 22 日閣議決定） 

・2050 年カーボンニュートラル、2030 年度に温室効果ガス排出量を 46％削減（2013 年

度比）の実現に向けたエネルギー政策の道筋を示しました。2050 年に向けては、温室効果ガ

ス排出の８割以上を占めるエネルギー分野の取組が重要であり、2030 年の電源構成として、

再生可能エネルギーの割合を従来の 22～２４％から 36～３８％に引き上げ、再生可能エネル

ギーを主力電源に位置付けました。 

 

2030 年度における電源構成の見通し（第６次エネルギー基本計画） 

※現在取り組んでいる再生可能エネルギーの研究開発の成果の活用・実装が進んだ場合には、38％以上の高みを目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 年度実績 2030 年度ミックス 

再エネ 18% 再エネの内訳 

・太陽光       6.7% 

・風力         0.7% 

・地熱         0.3% 

・水力         7.8% 

・バイオマス   2.6% 

36～38％※ 再エネの内訳 

・太陽光  14～16% 

・風力          5% 

・地熱          1% 

・水力         11% 

・バイオマス    5% 

水素・アンモニア 0% 1% 

原子力 6% 20～22% 

LNG 37% 20％ 

石炭 32% 19% 

石油等 7% 2% 



 イ 兵庫県地球温暖化対策推進計画の改定〔令和 4 年（２０２２年 3 月）〕 

   国の地球温暖化対策計画改定の動向も踏まえた改正が行われ、温室効果ガス削減目標及び再生可

能エネルギー導入目標が強化されました。 

兵庫県地球温暖化対策推進計画の目標数値 

項目 2030 年度 

温室効果ガス削減目標 ４８％削減 

再生可能エネルギー導入目標 100 億ｋＷ（再エネ比率換算：約３０％） 

施策に関する実施目標例 ・太陽光発電導入量：約６３億ｋＷ 

・バイオマス発電導入量 約 30 億ｋＷ 

・うちエコ診断受診件数 20,000 件 

・日頃から節電・省エネに取り組んでいる人の割合 ９０％ 

等 

 

５ 西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に係る検討ポイント 

（１）中期目標の見直し 

   長期目標に設定している「2050 年ゼロカーボンシティにしのみや」を踏まえた上で、市域の温

室効果ガス排出量の現状趨勢、国や県の目標を踏まえ、令和 10 年度（2028 年度）及び参考目標

年次である令和 12 年度（2030 年度）の新たな目標数値を設定します。 

 

現計画の削減イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・兵庫県・本市の現状の目標比較 

 令和 10 年度 

（2028 年度） 

令和 1２年度 

（2030 年度） 

国 - ４６％削減 

兵庫県 - ４８％削減 

西宮市 ３５．０％削減 ３９．７％削減 



（２）再生可能エネルギーの導入目標など実現のための具体的な施策目標の設定 

   2050 年ゼロカーボンシティの実現のためには、再生可能エネルギーの最大限の導入が不可欠で

あることから、令和 4 年度に実施した「西宮市脱炭素社会に向けたロードマップ策定業務」におい

て把握した再生可能エネルギーポテンシャル調査の結果を踏まえ、再生可能エネルギーの導入目標

と共に、具体的な施策目標を検討します。 

   また、施策の検討にあたっては、市民、事業者、行政との効果的な連携方策についても検討します。 

 

（３）適応策 

   温室効果ガスの削減対策（緩和）に加え、気候変動による自然災害リスクの増加などに備える「適

応策」については、既に第 9 章に記載していますが、今回の中間改定では気候変動適応法第 12 条

に基づく「地域気候変動適応計画」として位置付けます。 

 

（４）促進区域の設定 

   地球温暖化対策法の改正において、地方公共団体は、再生可能エネルギーの導入を促進する区域

の設定及び取組方針等を定めるよう努めることとされました。本市において、再生可能エネルギーの

導入を促進すべきエリアである「地域脱炭素化促進事業」の促進区域の設定について検討を行いま

す。 
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≪生物多様性推進部会 報告≫ 

 令和４年度は、生物多様性推進部会の開催はありませんでした。 

 

★令和５年度実施事業★ 

市民自然調査 「ウォッチング！西宮の自然 × EWC いきものはっけん」を実施します 

 

■今回の市民自然調査の特徴 

・環境学習都市宣言 20 周年記念事業  

今年は環境学習都市宣言２０周年の節目の年です。これを記念して、概ね 10 年周期 

で実施してきました「にしのみや市民自然調査」を実施します。2013 年には、小学生

を始め 7074 名の市民参加がありました。 

 ・ＥＷＣエコカード活動とのコラボ事業  

今回の調査は、小学生向けの環境学習事業の一環として、夏休みと冬休みに取り組んでいる

「生きものはっけん活動」とタイアップして実施します。エコスタンプ対象活動となります。 

 ・児童、生徒用タブレットを活用  

全児童・生徒に配布されているタブレットから調査報告ができるよう、教育委員会とも

協議を行い、準備を進めています。 

・調査に参加すると「自分だけの生きもの図鑑」作成ツールが使える  

西宮市で作成している生きものデータベースを使って、今回の調査対象生物だけではなく見

つけた生きもの全部を、「自分だけの生きもの図鑑」として卒業するまで継続して作り続けるこ

とができます。 

・調査参加記念品（森林資源循環 PR グッズ）の贈呈予定  

 調査に参加した小学生には、森林資源循環の大切さを理解してもらえるよう兵庫県産

の木材を使った「みやたんデザイン」の記念品を贈呈する予定です。 

 

 

■実施内容 

・実施内容：西宮市内で 43 種類の生きものを探してください。 

・調査期間：2023 年 6月頃～10 月 31 日まで 

・調査報告〆切：2023 年 11 月 30 日午後 11時 59 分まで 

・対 象 者：誰でも参加できます。 

・調査場所：西宮市内であればどこでも。 

・提出方法：市民自然調査のホームページから入力を基本に 

      していますが、パンフレットの報告用紙をご利用 

いただいても構いません。 

 

  

パンフレット ※校正中です 

資料５ 
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【調査対象生物一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★印は、令和５年度初調査。 

 

 

■その他 

 ・特設のホームページで、調査時の説明動画や調査対象の生物の説明を掲載します。 

・パンフレットは、西宮市キャラクター“みやたん”の作者である「たかいよしかず氏」

によるデザイン。 

 ・市内公立の小・中学校の全児童・全生徒に配布します。 

 ・昨今の SDGｓの取組にも関連があるため、民間事業者にも呼びかけ予定。 

 

≪ホームページイメージ≫ 

 

<まちなか＞22種 

 ①アライグマ ②イエコウモリ ③イノシシ ④スズメ ⑤ツバメ ⑥コゲラ ⑦モズ 

 ⑧ニホントカゲ ⑨ニホンヤモリ ⑩カタツムリ ⑪ダンゴムシ★ ⑫アオスジアゲハ 

 ⑬アブラゼミ ⑭カブトムシ ⑮カマキリ ⑯キリギリス ⑰クビアカツヤカミキリ★ 

 ⑱ベニシジミ ⑲モンシロチョウ ⑳セイタカアワダチソウ ㉑ツユクサ ㉒ヒガンバナ 

<水辺＞21種 

 ①ヌートリア ②カイツブリ ③カワセミ ④コアジサシ ⑤コサギ 

 ⑥ハクセキレイ ⑦アカハライモリ ⑧ミシシッピアカミミガメ ⑨アユ ⑩オイカワ 

 ⑪オオクチバス ⑫ギンブナ ⑬アメリカザリガニ ⑭カワニナ ⑮サワガニ 

 ⑯オニヤンマ ⑰ゲンジボタル ⑱ミヤマアカネ ⑲ガマ ⑳オオカナダモ 

 ㉑オオキンケイギク★ 

 

 

※左の画像は、10年前の調査結果です。 

≪お問い合わせ先≫ 

土木局公園緑化部花と緑の課 

担当 山本（TEL：0798-35-3039） 













































令和5年4月末日現在

地区名 エリア 発足年月 構成人数 構成団体 活動内容 備考

1 学　文
鳴尾北・小松

小学校区
2006年3月 約２０名

コミュニティ協会
環境衛生協議会
社会福祉協議会

自治会、子ども会
公民館活動推進員

鳴尾北小学校
小松小学校
学文中学校

地域事業者　等

●マイバッグ持参運動の取り組み（回覧チラシ・店内放送・のぼり及
びポスター掲示による呼びかけ）
●「学文プレイパーク」での啓発ブースの設置【中止】

令和５年度
補助金申請：○

2
浜脇・
香櫨園

浜脇中学校区 2006年12月 約１０名

環境衛生協議会
社会福祉協議会
自治会、婦人会

青少年愛護協議会
地域事業者

浜脇児童館　等

●地域事業者主催の「自転車安全運転・防犯講座」への協力
●浜脇児童館・西宮市貝類館と協働での「貝を使ったまつぼっくりの
クリスマスツリー作り」の実施
●西宮・浜脇のふるさとづくり『「えびすかき」から「人形浄瑠璃」
へ』の支援
●環境活動だよりを作成・配布

令和５年度
補助金申請：○

3 塩　瀬 塩瀬支所管区 2007年2月 約１５名 自治会、町会　等

●名塩川周辺でのホタル調査
●カワニナ調査【中止】
●ホタル勉強会（観賞会）【中止】

令和５年度
補助金申請：○

4 甲　東
甲東コミュニ
ティ委員会エ

リア
2007年2月 約２０名

コミュニティ協会
環境衛生協議会

青少年愛護協議会
ごみ減量等推進員
地域事業者　等

●ごみ減量キャンペーン（ポスター等を自治会へ配布、掲示）
●ごみ減量等推進員による研修会・報告会
●エコニュースの作成、配布
●地域の中学生との協働による夏祭りでのゴミ分別指導【中止】
●啓発用クリアファイル、シール作成

令和５年度
補助金申請：○

5 春　風 春風小学校区 2007年10月 約１５名

環境衛生協議会
社会福祉協議会

青少年愛護協議会
子ども会、PTA

民生・児童委員　等

●春風小学校 ３年生　自然体験活動支援
●春風小学校 ６年生　花の寄せ植え支援
●●上甲子園中学校の花植えを支援
●しめ縄作り教室
●自然素材で作るエコクラフト教室

令和５年度
補助金申請：○

6 平　木 平木小学校区 2008年1月 約１5名
PTA、児童館
平木小学校

平木中学校　等

●平木小学校渡り廊下への「グリーンカーテン」の設置
※収穫物を調理する「ひらきエココミクッキング」は中止。
●夏休みに省エネ活動を行う「ミッションビンゴ」の実施
●活動だよりを作成・配布

令和５年度
補助金申請：○

7
浜甲子

園

南甲子園・甲
子園浜小学校

区
2008年6月 約１０名

自治会、町会
青少年愛護協議会

福祉会　等
●コロナ禍により活動休止。 令和５年度

補助金申請：-

8 甲陽園
甲陽園小学校

区
2009年1月 約１０名

青少年愛護協議会
環境衛生協議会
社会福祉協議会
大池管理委員会

コミュニティ協会
甲陽園小学校
自治会　等

●甲陽園小学校３年生の自然体験学習の支援（大池の生きもの調査）
●元気での食物栽培（小学生の食育活動）
●大池でのもんどりを使った生物調査
●大池の清掃および植物保全活動
●大池周辺の樹木への名札の設置
●コープ食育くらぶとの協働で学習会を実施

令和５年度
補助金申請：○

9 高　木
高木地区環境
衛生協議会エ

リア
2009年1月 約１０名 メンバー検討中 ●今後の活動やメンバー等の体制について検討中

令和５年度
補助金申請：-

10
甲子園

口
上甲子園小学

校区
2009年2月 約２０名

コミュニティ協会
環境衛生協議会
社会福祉協議会

青少年愛護協議会
自治会、PTA

公民館活動推進員
甲子園口商店連合会

上甲子園小学校
鳴尾北保育所

瓦木みのり保育所 等

●上甲子園小学校の花植えを支援
●わがまち探検「伝統文化を学ぼう」講座
●上甲子園中学校トライやるウィークへの協力
●甲子園口商店街で行われる「歩行者天国」で工作ブースを設置
●上甲子園小学校で昔遊びの指導、お手伝い
●甲子園口エココミュニティ会議だよりの発行

令和５年度
補助金申請：○

11 神　原 神原小学校区 2009年2月 約５０名

[神原安心の町づくり懇談会}
コミュニティ協会
環境衛生協議会
社会福祉協議会

青少年愛護協議会
自治会、PTA

老人会、防犯協会
スポーツクラブ２１

自主防災会
民生児童委員

公民館活動推進員
補導委員　等

●「みんなの花だん」の維持管理
●安心の町づくり懇談会としての防災・防犯に関する地域懇談会等の
開催【中止】

令和５年度
補助金申請：○

エココミュニティ会議　活動状況（令和4年度実績①） 資料７－１



令和5年4月末日現在

地区名 エリア 発足年月 構成人数  構成団体 活動内容 備考

12 鳴尾東
鳴尾東小学校

区
2009年7月 約１０名

自治会[鳴尾東コミュニ
ティ協議会]

青少年愛護協議会[同上]
子ども会[同上]

地域事業者
花づくりの会　等

●学校給食で発生する野菜屑や落葉を活用した堆肥作り
●堆肥からオリジナル培養土を作り、公園内花壇などで活用
●鳴尾東小学校へのコンポストの設置協力
●小学生への園芸指導、支援（入学式の花鉢づくり、クリスマス
リースづくりなども実施）

令和５年度
補助金申請：○

13 山　口 山口支所管区 2009年9月 約１０名

[山口町自治会連合会]
自治会

社会福祉協議会
青少年愛護協議会　等

●ホタル保護事業（有馬川沿いの見回り）への協力
●ホタルウォークラリー（青愛協と共催）
●クリーン大作戦の時期に合わせた有馬川緑道や公園の清掃
●秋祭りPRのぼりの作成
●すみれ台地区の地域清掃事業への協力

令和５年度
補助金申請：○

14
上ヶ原

南
上ヶ原南小学

校区
2009年10月 約１０名

青少年愛護協議会
環境衛生協議会
民生・児童委員
社会福祉協議会

公民館活動推進員
地球温暖化防止推進員

スポーツクラブ21
青少年補導委員

自治会
コミュニティ協会　等

●上ヶ原南小学校の児童の体験学習（田植え、稲刈り）への協力
●上記で使用する田んぼの草取り、清掃などを年間を通して実施
●上ヶ原幼稚園PTAとの交流および講習会への協力
●西宮市民文化際での作品出展

令和５年度
補助金申請：△
※申請準備中

15 用　海 用海小学校区 2009年11月 約２５名

青少年愛護協議会
環境衛生協議会

防犯協会
社会福祉協議会

婦人会、こども会
老人クラブ

スポーツクラブ２１
コミュニティ協会
公民館活動推進員

民生・児童委員　等

●コロナ禍により活動休止。 令和５年度
補助金申請：-

16 大　社
大社越水会エ

リア
2009年11月 約１５名

自治会
コミュニティ協会
社会福祉協議会

青少年愛護協議会
子ども会、ＰＴＡ

大社小学校
スポーツクラブ２１

民生・児童委員
老人クラブ　等

●落ち葉を使った腐葉土づくりと切り返しの実施
●広報誌「エココミだより」の作成・配布
●小学生の田植え学習の支援
●上記で使用する田んぼへのネットの設置など年間を通して管理
●大社小学校5年生しめ縄作りお手伝い
●廃油を用いたエコ石鹼づくり

令和５年度
補助金申請：○

17 高須
高須小・高須
西小学校区

2010年2月 メンバー検討中 ●今後の活動やメンバー等の体制について検討中
令和５年度
補助金申請：-

18 鳴尾西 鳴尾小学校区 2012年1月 約１０名 自治会　等
●地域内の花壇（甲子園ふれあい花壇、本郷中央公園内花壇、武庫
川ランプ公園など）の整備

令和５年度
補助金申請：○

19 今津
今津連合福祉

会エリア
2012年9月 約１５名

環境衛生協議会
自治会

社会福祉協議会
青少年愛護協議会

婦人会、PTA
地域事業者　等

●地域住民との意見交換会
●通学路の花壇の花植え活動【中止】
●今津浜の清掃を実施【中止】
●町歩きおよび講演会【中止】

令和５年度
補助金申請：-

20 西宮浜
西宮浜中学校

エリア
2014年7月 約１０名

[西宮マリナパークシティ
協議会 環境部会]
青少年愛護協議会

西宮浜をきれいにする会
自治会　等

●毎月の定例的なまち中や沿岸部での清掃活動を実施
年間で、燃やすゴミ211袋（45ℓ等）、燃やさないゴミ14袋（45
ℓ等）を回収。

令和５年度
補助金申請：○

21
北六甲

台
北六甲台小学

校エリア
2015年2月 約１０名

自治会
青少年愛護協議会
社会福祉協議会

スポーツクラブ２１
老人会、婦人会　等

●春・夏・冬休み期間に開催される地域の映画教室で、環境問題に
関する講演や展示【夏休みは中止】。
●夏と冬の地域ぐるみのフリーマーケット（リユースの取り組み）
●きたろく里山音楽祭において、生物多様性などの問題についての
展示【中止】

令和５年度
補助金申請：○

エココミュニティ会議　活動状況（令和4年度実績②）
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令和 4 年度 環境学習事業の報告について 
 
（１）ＥＷＣ事業（エコカード・環境パネル展） 
◇令和４年度「EWC エコカード 2022」の配布 
  令和 4 年度は、地域でのエコスタンプの押印を再開させたことに伴い、従来のスタンプカードの仕

様に戻すこととし、「ＥＷＣエコカード 2022」として配布を行いました（家庭やお店で、地球にやさ

しい買い物をした場合などは自分でサインするなど、一部変更あり）。 
 
 
 
 
 
【ＥＷＣエコカード】 
  小学生を対象に、環境学習や活動に参加すれば「ＥＷＣエコカード」に「エコスタンプ」を押しても

らえたり、自分でサインし、一定数のスタンプ又はサインが集まれば「アースレンジャー」に認定さ

れる仕組みのカード。 
 
※EWC とは、「地球ウォッチングクラブ・にしのみや」の英語表記“Earth Watching Club”の頭文字を

取ったもので、学校や地域など日常の様々な場面で環境学習を行った際にスタンプが押してもらえるエ

コカード・エコスタンプシステムを中心に、子供の発達段階に応じて自主的・継続的・総合的に環境活動

に関わることのできる西宮独自の環境学習システムです。1992 年にスタートし、環境省実施の全国事業

「こどもエコクラブ事業」のモデルにもなりました。 
 ・令和４年度 認定者数 

    ◆アースレンジャー  2,838 人       ◆アースレンジャー＋（プラス） 1,582 人 

◆アースレンジャー６   102 人         ◆アースレンジャーファミリー    142 人 

 
◇令和４年度「EWC 環境パネル展」の開催報告 

環境に関する１年間の取り組みを発表する催しとして「ＥＷＣ環境パネル展」を開催。市民や事業

者の一年間の活動発表や作品を展示。（表彰式は、コロナ禍のため、令和４年度は実施せず。） 
 ◆開催期間 2023 年２月 22 日（水）～26日（日） 

◆来場者数 1,446 名 

◆出展数   689 点（審査対象：175 点）                            

◆出展者数 1,739 名 

◆入選点数 29 点（地球にやさしいで賞（市長賞）：４点、各共催団体賞：５団体×各５点） 

 

 

 

 

 

 

 
出展作品 
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会場の様子 特別展示 
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（２）環境学習支援 
公立の幼稚園や保育所、小学校等が環境学習に取り組む際に、講師派遣や教材提供などのサポートを

実施しました。令和 4 年度は、幼稚園 42 件、保育所 6 件、小学校 52件の合計 100 件実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）環境ポスターコンクール 
市内の小学生（3～6 年生）および中学生を対象に「ごみ減量・リサイクル」、「まちの美化・ポイ捨

て防止」、「地球温暖化」、「生物多様性」などの環境問題をテーマとしたポスターを募集し、優秀な作品

を本庁舎１階の情報掲示コーナーや環境学習施設に掲示したほか、公用車のボディステッカーとして

採用し、環境啓発のツールとして活用しました。 

応募数 3,899 点の中から、市長賞、後援団体賞及び優秀賞 合計 116 作品を選出いただきました。 

 

  

   受賞作品（抜粋） 

（小学生作品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学生作品） 

 

 

 

 

 


